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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

日
本
の
近
現
代
百
三
十
有
余

年
の
来
し
方
行
く
末
を
考
え
る

の
に
最
適
の
全
集
群
が
�社
農
山

漁
村
文
化
協
会
か
ら
出
版
さ
れ

て
い
る
。「
明
治
大
正
農
政
経

済
名
著
集
」
に
始
ま
り
「
全
集

世
界
の
食
料

世
界
の
農
村
」

に
至
る
後
掲
五
つ
の
全
集
だ
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
「
明
治

大
正
農
政
経
済
名
著
集
」
が
刊

行
さ
れ
始
め
た
一
九
七
五
年
、

時
代
は
大
き
な
世
界
史
的
転
換

点
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の
幕
開

け
は
、
�１
７１
年
の
ド
ル
シ
ョ
ッ

ク
と
７２
年
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
で

あ
り
、
�２
７３
年
の
第
一
次
石
油

シ
ョ
ッ
ク
と
翌
７４
年
ロ
ー
マ
で

開
か
れ
た
世
界
食
料
会
議
で
あ

る
。�１

は
ド
ル
一
極
支
配
体
制
の

終
焉
で
あ
り
、
か
つ
第
三
世
界

の
雄
・
中
国
を
ヌ
キ
に
し
て
は

国
際
政
治
を
語
れ
な
く
な
っ
た

と
い
う
二
重
の
意
味
で
、
戦
後

の
米
ソ
二
大
国
体
制
か
ら
多
元

的
中
心
の
国
際
社
会
へ
世
界
が

移
行
す
る
端
緒
で
あ
っ
た
。
�２

は
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大

量
廃
棄
の
文
明
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
人
類
史
の
課
題
が
階
級
対

立
の
解
消
か
ら
自
然
と
人
間
の

敵
対
関
係
の
克
服
を
主
要
な
課

題
と
す
る
時
代
へ
移
行
し
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

〈
多
元
的
中
心
の
国
際
社
会
〉

と
〈
自
然
と
人
間
の
調
和
〉
を

め
ざ
す
二
つ
の
新
た
な
課
題
を

展
望
す
る
と
き
、
農
の
も
つ
意

義
は
明
確
だ
。
農
の
世
界
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
の
風
土

に
立
脚
せ
ず
し
て
は
成
り
立
た

な
い
が
故
に
覇
権
的
競
争
や
修

復
不
能
な
環
境
破
壊
に
な
じ
ま

ず
、か
え
っ
て
そ
れ
を
牽
制
し
、

人
間
を
絶
え
ず
調
和
に
向
か
わ

せ
る
本
質
的
契
機
を
内
包
し
て

い
る
か
ら
だ
。
商
工
業
と
の
本

質
的
違
い
で
あ
る
。

明
治
以
降
、
わ
が
国
農
業
の

地
盤
沈
下
は
著
し
い
。
こ
ん
に

ち
、
国
内
総
生
産
に
占
め
る
農

業
の
比
は
わ
ず
か
１
・
４
％
、

そ
の
生
産
に
携
わ
る
人
の
数
は

全
就
業
人
口
の
４
・
７
％
に
す

ぎ
な
い
。
４
・
７
％
の
人
口
で

１
・
４
％
の
付
加
価
値
し
か
生

産
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
非
難

の
声
が
絶
え
な
い
こ
と
も
ま
た

一
方
の
事
実
で
は
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
こ
の
五
つ
の
全
集

は
、
農
業
の
価
値
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

象
徴
さ
れ
る
抽
象
化
さ
れ
た
擬

制
的
価
値
の
観
点
か
ら
の
み
裁

断
す
る
こ
と
の
浅
薄
さ
を
衝

き
、
こ
ん
に
ち
二
つ
の
人
類
史

的
課
題
に
農
の
世
界
が
果
た
す

根
本
的
な
意
味
を
明
ら
か
に
し

て
き
た
。

農
を
通
じ
て
創
造
さ
れ
た

わ
が
国
社
会
科
学
の
原
点

「
明
治
大
正
農
政
経
済
名
著
集
」

日
本
の
近
代
は
農
村
を
「
踏

み
台
」に
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

殖
産
興
業
と
富
国
強
兵
を
二
大

柱
と
す
る
急
速
な
近
代
化
を
、

国
内
的
諸
条
件
が
未
成
熟
な
ま

ま
進
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
明

治
の
新
政
権
は
、
そ
の
財
政
的

基
礎
を
地
租
改
正
に
求
め
た
。

そ
の
歳
入
全
体
に
占
め
る
比
は

じ
つ
に
８０
％
。
し
か
も
こ
の
改

正
地
租
は
、
土
地
収
益
を
資
本

還
元
し
た
地
価
を
基
準
に
定
め

る
と
い
う
の
は
タ
テ
マ
エ
で
、

ホ
ン
ネ
は
「
旧
来
ノ
歳
入
ヲ
減

セ
サ
ル
ヲ
目
的
ト
シ
」
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
地
価

算
定
検
査
例
第
二
則
に
お
い
て

６８
％
も
の
高
率
小
作
料
を
「
適

実
」
な
も
の
と
設
定
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
っ
て
、
農
民
の
土
地

所
有
権
を
法
的
・
形
式
的
に
は

確
認
し
つ
つ
そ
の
実
質
は
広
範

な
農
民
層
の
没
落
を
促
し
、
地

主
・
小
作
関
係
の
強
化
�
地
主

制
の
創
出
に
道
を
開
い
た
も
の

だ
っ
た
。
か
く
し
て
そ
の
後
、

明
治
一
〇
年
代
後
半
の
松
方
デ

フ
レ
を
経
て
農
村
経
済
の
疲
弊

は
さ
ら
に
進
み
、
明
治
後
半
か

ら
大
正
期
に
か
け
て�
先
進
国
�

に
は
例
を
見
な
い
（
寄
生
）
地

主
制
が
確
立
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

「
明
治
大
正
農
政
経
済
名
著
集
」

は
こ
の
よ
う
な
時
期
に
書
か
れ

た
わ
が
国
社
会
科
学
の
原
点
で

あ
る
。
農
村
の
疲
弊
を
憂
う
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
出
発
点
と
し

な
が
ら
、
農
業
・
農
村
が
商
工

業
の
隆
盛
と
対
極
の
窮
地
に
お

か
れ
る
こ
と
の
国
民
経
済
的
弊

害
を
説
き
、
そ
の
克
服
の
途
を

科
学
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
。
も
と
よ
り
当
時
の
社
会

科
学
は
「
創
生
期
」
で
あ
り
「
原

点
」
で
あ
る
。
そ
の
理
論
的
水

準
は
必
ず
し
も
高
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

我
々
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な

記
述
を
こ
の
名
著
集
の
一
冊
に

見
出
す
と
き
、
こ
ん
に
ち
な
お

深
め
る
べ
き
優
れ
た
視
点
や
方

法
が
先
駆
的
に
提
起
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。

「
余
嘗
て
農
学
の
性
質
の
医
学

に
相
類
似
す
る
こ
と
を
察（
み
）

て
…
…
其
れ
農
医
の
二
科
は
共

に
人
体
に
直
接
の
作
用
を
為
す

も
の
に
て
、
一
は
健
康
の
維
持

に
係
り
一
は
健
康
の
回
復
を
旨

と
す
る
も
の
な
り
、
即
ち
食
を

供
す
る
は
…
…
其
本
分
の
斯
の

如
く
人
類
の
生
命
に
関
す
る
が

故
に
、
こ
の
二
学
術
は
何
れ
も

皆
材
料
を
広
き
範
囲
に
収
集
せ

ざ
る
べ
か
ら
ず
」（
新
渡
戸
稲

造
『
農
業
本
論
』
本
名
著
集
第

七
巻
）。
新
渡
戸
は
ま
た
、
上

の
図
に
示
し
た
よ
う
に
農
業
と

教
育
を
同
一
線
上
に
配
置
し
、

そ
の
性
質
を
「
利
殖
を
旨
と
す

る
」
他
の
諸
産
業
か
ら
区
別
し

て
考
察
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し

た
。
医
、
食
、
農
、
教
育
は
直

接
「
人
類
の
生
命
に
関
す
る
が

故
に
」、
市
場
原
理
の
ご
と
き

狭
い
視
野
か
ら
解
放
し
「
広
き

範
囲
に
」
考
察
の
材
料
を
収
集

し
て
そ
の
「
本
分
」
を
究
め
ね

ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
新
渡
戸

の
「
農
を
軽
視
し
て
商
工
の
発

達
な
し
。
商
工
の
み
の
発
達
は

い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
の
弱
肉
強

食
と
な
る
」
と
い
う
本
書
の
結

論
は
、
農
学
出
身
の
身
贔
屓
に

よ
る
も
の
で
は
む
ろ
ん
な
く
、

広
く
諸
学
問
、
諸
産
業
を
見
渡

し
た
上
で
の
総
合
的
な
知
見
と

見
識
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
専
門
分
化

し
総
合
性
を
失
っ
た
現
代
の
学

問
が
社
会
の
ト
ー
タ
ル
な
課
題

に
適
切
に
応
え
る
能
力
を
喪
失

し
た
か
に
見
え
る
こ
ん
に
ち
、

む
し
ろ
創
生
期
の
学
問
の
ほ
う

に
現
状
克
服
の
優
れ
た
方
法
的

原
理
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
の
破
局
と
新
し
い
芽
を

正
確
に
見
定
め
る

「
昭
和
前
期
農
政
経
済
名
著
集
」

時
代
は
下
っ
て
昭
和
前
期

（
１
９
２
６
〜
４５
）。
恐
慌
に

始
ま
り
敗
戦
で
終
わ
っ
た
こ
の

暗
い
時
期
は
、
一
方
で
わ
が
国

社
会
科
学
が
激
し
い
思
想
弾
圧

に
も
屈
せ
ず
日
本
社
会
の
科
学

的
分
析
を
一
歩
も
二
歩
も
前
進

さ
せ
た
光
輝
あ
る
時
代
で
も
あ

っ
た
。
数
々
の
名
著
を
生
み
出

し
、
戦
後
の
民
主
化
を
学
問
的

に
準
備
し
た
思
想
的
・
理
論
的

格
闘
の
中
心
軸
は
、
や
は
り
農

業
問
題
で
あ
っ
た
。

収
穫
の
半
ば
に
も
達
す
る
高

率
の
小
作
料
は
、
農
業
の
発
展

を
妨
げ
、
農
民
の
生
活
を
苦
し

く
し
て
い
た
根
本
原
因
だ
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
の

み
な
ら
ず
そ
れ
は
農
村
か
ら
供

給
さ
れ
る
都
市
労
働
者
の
低
賃

金
を
も
規
定
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
農
民
と
労
働
者
の
貧
し
さ

は
日
本
資
本
主
義
の
国
内
市
場

を
著
し
く
狭
い
も
の
に
し
、
勢

い
、
そ
の
活
路
を
外
国
市
場
に

求
め
る
こ
と
と
な
り
、
つ
い
に

は
軍
事
力
を
バ
ッ
ク
に
ア
ジ
ア

諸
国
へ
の
侵
略
を
く
り
返
す
野

蛮
な
性
格
を
日
本
資
本
主
義
に

与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く

し
て
農
業
・
農
村
問
題
は
農
業

・
農
村
を
越
え
て
日
本
社
会
の

基
本
問
題
と
な
り
、
全
知
識
人

共
通
の
関
心
事
と
な
っ
て
い

た
。

「
昭
和
前
期
農
政
経
済
名
著
集
」

に
は
そ
の
よ
う
な
日
本
資
本
主

義
と
そ
の
基
底
を
な
し
た
地
主

制
の
基
本
性
格
を
め
ぐ
る
研
究

を
始
め
、
農
業
生
産
費
論
、
農

家
負
債
・
金
融
論
、
産
業
組
合

論
等
、戦
後
農
政
の
三
大
柱（
農

地
法
、
食
管
法
、
農
協
法
）
に

連
な
る
優
れ
た
名
著
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
含
め
、
分
析
さ
れ

論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
制
度
、

政
策
論
ば
か
り
で
は
な
い
。
地

主
制
の
枠
の
中
で
も
自
小
作
農

民
の
営
農
に
ど
の
よ
う
な
新
し

い
芽
が
生
え
つ
つ
あ
っ
た
の

か
、
生
産
力
論
的
角
度
か
ら
の

分
析
も
数
多
く
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
明
治
の
開
国

以
来
、
日
本
農
業
は
国
際
社
会

の
中
で
ど
う
生
き
て
き
た
の

か
、
ど
う
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
か
、
後
・
中
進
国
の

追
い
上
げ
に
負
け
な
い
よ
う
な

技
術
・
知
識
集
約
型
の
農
業
を

い
か
に
つ
く
り
出
す
か
と
い
う

課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
中
国
を
始

め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
競

合
も
増
し
つ
つ
あ
る
今
、
学
ぶ

べ
き
問
題
意
識
と
言
え
よ
う
。

暗
黒
の
時
代
に
、
明
日
の
光
明

を
信
じ
て
仕
事
を
し
た
人
び
と

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
か
ら
現
代
へ
、農
業
・
農
村
の

新
し
い
意
味
を
提
起
す
る
３
つ
の
全
集

戦
後
の
日
本
農
業
は
地
主
制

の
く
び
き
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

自
作
農
と
な
っ
た
日
本
の
農
家

が
も
て
る
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
た
こ
と
は
、
農
地
法
制
定
後

わ
ず
か
１０
数
年
に
し
て
米
の
自

給
を
達
成
し
た
こ
と
に
如
実
に

現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
他
方

で
農
村
は
、
戦
後
ま
も
な
く
始

ま
っ
た
高
度
経
済
成
長
の
た
め

の
土
地
、
水
、
労
働
力
の
供
給

源
と
な
り
、
そ
れ
は
農
産
物
輸

入
の
増
大
に
よ
り
さ
ら
に
拍
車

を
か
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
戦

後
の
息
吹
と
、
都
市
・
工
業
と

外
国
農
産
物
と
の
二
重
の
あ
つ

れ
き
の
中
で
生
じ
て
く
る
新
た

な
問
題
を
多
角
的
、
重
層
的
に

見
ら
れ
る
よ
う
編
集
さ
れ
た
の

が「
昭
和
後
期
農
業
問
題
論
集
」

で
あ
る
。
二
つ
の
「
外
圧
」
の

中
で
、
何
を
農
村
は
培
い
次
の

時
代
に
つ
な
げ
た
か
、
収
録
さ

れ
た
論
文
以
外
の
膨
大
な
関
連

文
献
・
年
表
と
も
ど
も
、
生
き

た
戦
後
農
業
誌
を
肌
で
感
じ
ら

れ
る
全
集
と
な
っ
て
い
る
。

つ
づ
く
「
食
糧
・
農
業
問
題

全
集
」
は
プ
ラ
ザ
合
意
の
翌
８６

年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
時
代
は

バ
ブ
ル
経
済
に
突
き
進
み
、
急

激
な
円
高
に
よ
る
内
外
価
格
差

の
拡
大
、
土
地
の
高
騰
等
を
理

由
に
声
高
な
農
業
・
農
協
バ
ッ

シ
ン
グ
が
く
り
返
さ
れ
た
時
期

だ
っ
た
。
こ
の
全
集
は
『
明
日

の
農
協
』『
農
産
物
の
価
格
と

政
策
』『
工
業
化
社
会
の
農
地

問
題
』
等
、
す
ぐ
れ
た
理
論
的

著
作
に
よ
り
そ
の
誤
り
を
た
だ

し
、
こ
ん
に
ち
に
連
な
る
覇
権

主
義
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
批

判
、
市
場
原
理
至
上
主
義
批
判

の
先
鞭
を
つ
け
た
。
そ
れ
は
ま

た
、「
明
治
大
正
」「
昭
和
前
期
」

等
の
先
行
す
る
偉
業
を
引
き
継

ぎ
発
展
さ
せ
て
き
た
わ
が
国
農

政
経
済
学
の
新
た
な
水
準
を
示

す
も
の
だ
っ
た
。
批
判
で
こ
と

足
れ
り
と
し
た
の
で
は
な
い
。

『
農
業
の
教
育
力
』『
地
域
資

源
の
国
民
的
利
用
』
な
ど
、
お

よ
そ
農
政
経
済
学
に
は
似
つ
か

わ
し
く
な
い
？
テ
ー
マ
に
挑
戦

し
て
い
る
の
も
こ
の
全
集
の
特

徴
だ
。
そ
れ
は
新
渡
戸
の
農
と

教
育
を
同
一
線
上
に
置
い
た
思

い
や
、
研
究
材
料
を
「
広
き
範

囲
に
収
集
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」

と
い
う
卓
見
を
今
日
的
課
題
に

生
か
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
長
ら
く
貧
困
の
根
絶

に
時
間
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
わ
が
国
農
業
問
題
論

は
、
明
ら
か
に
新
た
な
段
階
に

そ
の
歩
を
進
め
た
。

覇
権
主
義
的
グ
ロ
―
バ
リ
ズ

ム
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し

て
も
、〈
多
元
的
中
心
の
国
際

社
会
〉
や
〈
自
然
と
人
間
の
調

和
〉
は
、
二
度
に
わ
た
る
世
界

大
戦
を
惹
起
し
た
よ
う
な
ブ
ロ

ッ
ク
イ
ズ
ム
に
戻
る
こ
と
で
は

な
い
。技
術
、資
源
、文
化
、制
度

な
ど
、
何
が
非
代
替
的
で
何
は

交
流
、
交
換
が
可
能
な
の
か
。

棲
み
分
け
と
相
互
浸
透
の
了
解

が
必
要
な
の
だ
。「
全
集
世
界

の
食
料

世
界
の
農
村
」
は
そ

の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と

「
世
界
と
ア
ジ
ア
か
ら
の
受
信
、

日
本
か
ら
の
発
信
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
編
ま
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
国
・
地
域
の
食
と
農
業
が
学

び
合
い
、
足
ら
ざ
る
は
補
い
合

っ
て
自
分
の
風
土
に
馴
染
ま
せ

て
い
く
。
第
一
巻
『
海
外
農
村

視
察
必
携
』
を
筆
頭
に
し
た
２７

巻
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
地
域

主
義
に
基
づ
く
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
と
世
界
を
取
り
入
れ
た
地
域

主
義
が
食
と
農
の
世
界
で
可
能

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

自
然
と
人
間
の
調
和
に
資
す
る

多
元
的
中
心
の
国
際
社
会
形
成

の
途
は
食
と
農
か
ら
始
ま
る
。

●
関
連
全
集

小
倉
武
一
著
作
集

全
１４
巻

Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
新
食
糧
法
施
行
の
大
変
革
期
に
戦
後
農

政
の
当
事
者
と
し
て
農
政
を
総
括
。
世
界
の
政
治
と
農
業
と

人
と
環
境
を
論
じ
、
農
民
の
社
会
的
存
在
に
迫
っ
た
論
評
と

提
言
は
、
２１
世
紀
の
農
業
の
価
値
実
現
と
農
政
理
念
の
確
立

に
と
っ
て
基
本
文
献
。
Ａ
５
判
、
上
製
、
箱
入
、
各
４
５
０

０
円地

域
農
業
活
力
図
鑑

全
１０
巻
・
別
巻
１

全
国
の
各
市
町
村
の
経
済
活
力
と
農
業

活
力
を
１７
の
指
数
で
共
通
指
標
化
し
１０
年
間
の
動
向
を
分

析
。
市
町
村
の
個
性
を
把
握
し
、
人
と
資
源
を
活
か
す
地
域

づ
く
り
に
必
備
資
料
。
�財
農
林
水
産
長
期
金
融
協
会
編
、
Ａ

４
判
、
上
製
、
揃
価
１
０
０
０
０
０
円

近
藤
康
男
著
作
集

明
治
大
正
農
政
経
済
名
著
集

全
２４
巻

〈
編
集
〉
近
藤
康
男
、
阪
本
楠
彦
、
村
上
保
男
、

梶
井
功
、
Ａ
５
判
、
上
製
、
箱
入
、
各
３
０
０
０
円
〜
５
０

０
０
円
、
揃
価
９
１
５
０
０
円
〈
主
な
収
録
書
〉
川
上
肇
『
日

本
尊
農
論
』、
柳
田
國
男『
時
代
ト
農
政
』、
新
渡
戸
稲
造『
農

業
本
論
』

昭
和
前
期
農
政
経
済
名
著
集

全
２２
巻

〈
編
集
〉
近
藤
康
男
、
阪
本
楠
彦
、
村
上
保
男
、

梶
井
功
、
Ａ
５
判
、
上
製
、
箱
入
、
各
３
６
０
０
円
〜
８
０

０
０
円
、
揃
価
１
１
３
０
０
０
円
〈
主
な
収
録
書
〉
近
藤
康

男『
農
業
経
済
論
』、
東
畑
精
一『
日
本
農
業
の
展
開
過
程
』、

平
野
義
太
郎
『
農
業
問
題
と
土
地
変
革
』

昭
和
後
期
農
業
問
題
論
集

全
２４
巻

〈
責
任
編
集
〉
近
藤
康
男
、
Ａ
５
判
、
上
製
、
箱

入
、
各
３
４
０
０
円
〜
４
８
０
０
円
、
揃
価
９
４
６
０
０
円

／
戦
後
に
書
か
れ
た
農
業
問
題
に
関
す
る
優
れ
た
論
文
を
、

「
農
地
改
革
論
」「
土
地
制
度
論
」「
農
産
物
市
場
論
」「
農

業
経
営
理
論
」
な
ど
テ
ー
マ
別
に
選
ん
で
収
録
。

食
糧
・
農
業
問
題
全
集

全
２０
巻
・
２２
分
冊

〈
編
集
委
員
〉
今
村
奈
良
臣
、
犬
塚
昭

治
、
河
相
一
成
、
七
戸
長
生
、
陣
内
義
人
、
永
田
恵
十
郎
、

松
浦
利
明
、
吉
田
忠
、
Ａ
５
判
、
上
製
、
各
３
２
０
０
円
、

揃
価
７
０
４
０
０
円

全
集

世
界
の
食
料
世
界
の
農
村

全
２７
巻

〈
企
画
委
員
〉
今
村
奈
良
臣
、
犬
塚
昭
治
、
七
戸

長
生
、
永
田
恵
十
郎
、
中
安
定
子
、
原
田
津
、
吉
田
忠
、
Ａ

５
判
、
上
製
、
各
３
２
０
０
円
、
揃
価
８
６
４
０
０
円

全
１３
巻
・
別
巻
１

マ
ル
ク

ス
経
済
学
の
立
場
で
独
自
の

追
求
に
よ
り
農
業
問
題
を
社

会
科
学
に
ま
で
高
め
た
近
藤

博
士
の
著
作
集
。
自
ら
撰
し

テ
ー
マ
別
、年
代
順
に
編
成
。

巻
頭
に
自
ら
改
題
の
筆
を
と

り
時
代
背
景
を
解
き
問
題
意

識
を
語
る
。
Ａ
５
判
、
上
製
、

箱
入
、
各
４
５
０
０
円
、
別

巻
５
０
０
０
円

〈
主
な
収
録
巻
〉
２
農
業
経

済
論

４
日
本
農
業
経
済
論

６
農
業
経
済
調
査
論

７

農
村
民
主
化
の
課
題

８
農

地
改
革
の
諸
問
題

１１
日
本

漁
業
経
済
論

１２
高
度
経
済

成
長
と
農
業
問
題

破局の時代、再生、そして未来創造へ
農と食�社会の根底から日本近現代をたどる五つの全集

食料・
農業・農村
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